
⑤

③
技能 ビジネスに関する基礎的・基本的な技術と望ましい心構えを身に付け、経済社会の一員とし

てビジネスの諸活動にかかわる事柄を知識と技能で適切に処理できる。

④
知識・理解 商業を学ぶ目的や学び方を理解するとともに、ビジネスに関する基礎的・基本的な知識を身

に付け、経済社会におけるビジネスの意義や役割を理解している。

平成３１年度 年間指導計画
岩手県立水沢商業高等学校

教科名　商業科

教科・科目 学年・小学科 単位数

商業・ﾋﾞｼﾞﾈｽ基礎 １学年・会計ﾋﾞｼﾞﾈｽ科 3

教科書 実教出版　ビジネス基礎

副教材 実教出版「ビジネス基礎問題集」・全商商業経済検定模擬問題集

１．学習目標

  ビジネスに関する基礎的な知識と技術を習得させ、経済社会の一員としての望ましい心構えを身に付けさせるととも
に、ビジネスの諸活動に適切に対応する能力と態度を育てる。

２．学習方法

○予習・特に予習は課さないが、事前に教科書に目を通すなど、授業内容の確認をしてくることが望ましい。
　　　・新聞やニュースに関心を持ち、ビジネスに関する情報を収集することを心がける。
○復習・授業内容の定着をはかるため、単元終了時に課題を課し小テストを実施する。
　　　・宿題には意欲的に取り組み、提出日に遅れないように提出する。
　　　・単元終了時や長期休業など、適宜復習用の課題を課す。
○授業・主体的に学習する姿勢で学習する。
　　　・商業教育全般の導入として基礎的な内容を取り扱う。
　　　・ビジネスに関して様々な視点から考察する。
　　　・グループ学習やクラスでの発表を通して、考えたことを表現する機会を設ける。
　　　・各種メディア教材を活用し、経済社会の動向に着目しながら学習する。
　　　・電卓検定への取り組みを通じてビジネス計算の知識や技能を身に付ける。

３．評価の観点と趣旨

②
思考・判断・表現 ビジネスに関す諸問題を経済生活との関連から的確に把握し、自ら思考を深め、基礎的・基

本的な知識と技術を活用して適切に判断し、創意工夫する能力を身に付けている。

①
関心・意欲・態度 ビジネスの諸活動に広く関心を持ち、その意義や役割の理解及び諸問題の探求を目指して意

欲的に取り組むとともに、経済社会の一員としての望ましい心構えや態度を身に付けてい
る。



① ② ③ ④ ⑤

単位数

3

学期 学習内容
重点をおく評価の観点

単元の評価規準

第
１
章
商
業

の
学
習
ガ
イ
ダ
ン
ス

２．どのように学んでいけばよいか

○ ○ ○

科目名

ビジネス基礎

学年・小学科

１学年・会計ビジネス科

前
期
中
間

１　２１世紀には
ばたく

２　しっかり楽しく
学んでいこう

４．ビジネスの課題とビジネスチャンス

２　社会の変化と
ビジネスの発展

２．流通の働き

評価方法

１．ビジネスの世界で活躍

２．ビジネスで必要な心がまえ

１．学習内容のアウトライン

・授業観察
・取組状況
・ワークシート
・グループ学習
・ケーススタ
ディー
・プレゼン発表
・ディベート
・自己評価
・単元テスト
・課題提出
・定期考査
・問題演習

１．私たちの生活と経済

１．ものの生産者の役割　　２．ものの生産者の種類

３．サービスの生産者のビジネス　４．サービスの生産者の動向

３．小売業者のビジネス　４．小売業者の動向

３．ものの生産者のビジネス　４．ものの生産者の動向

１．小売業者の役割　　２．小売業者の種類

１．卸売業者の役割　　２．卸売業者の種類

３．卸売業者のビジネス　４．卸売業者の動向

１．物流業者の役割　　２．物流業者の種類

①商業を学ぶ目的や方法について関心を持
ち、自分の考えなどをまとめ、発言しようと
している。
②商業を学ぶ意義を明確にし、将来の進路計
画に結びつけ適切に表現できる。
④各分野の基礎的・基本的な知識や技術が将
来の進路に役立つことを理解している。

○

・三大生産要素（土地・資本・労働力）の意
味を確認し、希少性概念について理解させ
る。
・トレードオフおよび機会費用という経済学
上の概念を理解させる。
・サービス経済化の意味と特徴を理解させ
る。
・セキュリティや情報モラル、グローバル化
がビジネスにもたらす影響、環境問題やエネ
ルギー問題，食料問題などの課題に対して、
ビジネスがどのように対応しようとしている
か、考えさせる。
・生産と消費の隔たりを橋渡しすることが流
通の役割であることを理解させる。

３．企業不祥事を起こさないために

○ ○ ○

○ ○ ○

・企業の役割や種類などについて理解させ
る。とくに株式会社のしくみや機関について
は、基本的な内容をしっかりと理解させる。
・ビジネスに必要な資金には、運転資金と設
備資金があることを説明し、それぞれの資金
の意味を理解させる。
・税の意味と法人税・住民税・事業税・固定
資産税・消費税の概略を理解させる。
・雇用の意義について、賃金・雇用契約・失
業率などのキーワードを用いて説明する。
・企業倫理と社会的責任という抽象的な概念
を、具体的に説明して理解させる。

○

○ ○

○ ○

○ ○

２．企業の経営組織

３．グローバル化とビジネス

３．金融業者のビジネス　４．金融業者の動向

１．サービスの生産者の役割　　２．サービスの生産者の種類

３．物流業者のビジネス　４．物流業者の動向

２．経済をさえるビジネス

３．経済活動の基本的な考え

第
２
章
　
経
済
と
流
通
の
基
礎

１．サービス経済化とビジネス

２．情報化とビジネス

１．流通の役割

３．流通のしくみ

４．流通をとりまく環境の変化

１．金融業者の役割　　２．金融業者の種類

１．雇用の意義

１．ビジネスの担い手である企業

１　ものの生産者

２　サービスの生産者

３　小売業者

１　経済のしくみと
ビジネス

４　雇用

２．わが国における雇用の特徴

３　経済活動と流
通

前
期
末

１　ビジネスと企
業

１．ビジネスに必要な資金

２．資金調達の方法
２　資金調達

１．企業が納める税

２．税の納め方

７　情報通信業者
１．情報通信業者の役割　　２．情報通信業者の種類

３．情報通信業者のビジネス　４．情報通信業者の動向

４　卸売業者

５　物流業者

６　金融業者

第
４
章
企
業
活
動
の
基
礎

第
３
章
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手

３　企業活動と税

３．さまざまな雇用形態

５　企業倫理

後
期
中
間

２．利益の追求と企業不祥事

４．雇用にともなう企業の責任

５．すべての人が誇りをもって働くために

１．企業活動と倫理観



発
展

発展学習
○ ○ ○ ○

・授業観察
・取組状況
・ワークシート
・グループ学習
・ケーススタ
ディー
・プレゼン発表
・ディベート
・自己評価
・単元テスト
・課題提出
・定期考査
・問題演習

発展全商商業経済検定試験問題演習

○

・売買契約における品質・数量・価格の決め
方や受け渡し条件・代金決済の決め方などに
ついて理解させる。
・現金通貨の意味について説明する。
・小切手の意味、振り出し、受け取り、不渡
り、線引小切手などについて理解させる。
・約束手形の意味、振り出し、受け取り、不
渡りなどについて理解させる。
・為替手形の意味、振り出し、引き受け、受
け取り、不渡りなどについて理解させる。
・預金の振替、クレジットカード、デビット
カード、電子マネーについて紹介する。
・割合の表わし方、基準量と比較量、割増し
および割引の計算について理解させる。
・取引数量と建・建値による商品の代価の計
算方法を理解させる。
・仕入原価・値入れと予定売価・値引きと実
売価・損益額と損益率など、それぞれの計算
について理解させる。
・度量衡の意味を理解させ、換算に関する問
題練習を行う。
・貨幣換算の意味を理解させ、換算に関する
問題演習を行う。
・単利と複利、利息と元利合計、利息の日数
計算を理解させる。
・コミュニケーションの重要性について具体
的に説明する。
・よりよい人間関係を築くために、ビジネス
マナーがとても重要であることを理解させ
る。
・インターネット・新聞・書籍・雑誌・白
書・統計資料など、いろいろな情報入手の方
法があることを説明する。

・検定学習を通じて理解を深める。

○○

５．さまざまな代金決済の方法

２．小切手

３．約束手形

４．為替手形

３．情報入手の方法

１．度量衡の換算

２．外国貨幣の換算

３．利息の計算

１．コミュニケーションの役割

４．売買契約の履行

３．売買契約の締結

２．商品の数量と代価

２．情報を入手するさいの注意点

○

１．割合

４．場面に応じたビジネスマナー

２　ビジネスマ
ナー

３．仕入原価と売価（販売価格）

２．売買契約の条件とは１　売買取引の手
順

２．コミュニケーションの種類

３．話し方・聞き方

１．ビジネスマナーの重要性

２．社会人としての自覚

２　代金決済

後
期
中
間

第
５
章
ビ
ジ
ネ
ス
と
売
買
取
引

１．ビジネスにおける情報の活用

１．現金通貨

１．売買の成り立ち

３　情報の入手と
活用

後
期
末

第

７

章

ビ
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と
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ケ
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第
６
章
売
買
に
関
す
る
計
算

３．基本的なビジネスマナー

１　売買に関する
計算の基礎

２　売買に関する
計算の応用

１　コミュニケー
ション


